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1. 安全上のヒントと警告

 

製品への不必要な損傷やユーザーへの潜在的な危険を防ぐために、下記の指示、安全上ののヒント、および

警告に従ってこの製品を使用してください

ヒント:ご使用の前に、KVMスイッチの安全上のヒントと警告をよくお読みください。

。

この製品とそのバッテリーを直火や過度の熱にさらさないでください。指示に従って廃棄物バッテリーを処

理してください。

許可なく製品の分解や改造等は、絶対におこなわないでください。

製品にいかなる液体もかからないようにしてください。

乾いた布で製品を拭いてください。

指示に従って製品を使用し、通気口を塞がないでください。

製品を、ヒートシンク、蓄熱器、ストーブパイプ、その他の熱発生装置 (オーディオアンプを含む) などの発火源
から遠ざけてください。

感電や製品の損傷を防ぐため、濡れた手で本製品やケーブルに触らないでください。製品を濡らしたり、湿
らせたりしないでください。

雷が鳴っているや長時間使用しないときは、本製品をコンセントから抜いてください。
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2. バッテリー説明

 

      

     

ヒット: 一部の宅配会社の安全要件により、リモコンには

注意：リチウム電池の不適切な処理は爆発の原因となる

可能性があります。電池を火に投げ込まないで

ください。電池は子供の手の届かない場所に保

管してください。廃棄電池は地域の規制に従っ

て処理してください。

 

デフォルトでバッテリーが装備されていないため、

使用前に乾電池を取り付けてから使用してください

open
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3. 保証規定

当社は、出荷日から1年間、この製品が材料や加工に瑕疵がないことを保証します。保証期間中に通常の

使用においてこの製品が不具合がある場合は、当社はこの製品を修理または交換します。ただし、この

製品が機械的な乱用、電気的な問題、その他の悪用や改造を受けていないことが条件です。また、保証

対象外の状況で故障した場合は、修理にかかる部品および労働の現行価格により修理を行います。この

ような修理は再出荷日から6ヶ月間保証されます。

保
証
規
定
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4. 序文

お客様、

2x2 HDMI デュアルモニター KVMSwitch は、クロスプラットフォームのコンピュータデバイスを簡

単に統合し、デバイスの管理を大幅に簡素化できます。デュアルディスプレイのマルチメディアワ

ークステーションを管理するサポートも提供しています。同じPCの2つのビデオポートをKVMの1つ

の入力ポートグループに接続すると、2つのスクリーンを拡張表示またはコピー表示できます。こ

れはPCを直接2つのディスプレイに接続するのと同じ効果を持っています。また、KVMは2つのモニ

ターで異なるPCを表示するのもサポートしています。同時に、各入力ポートにはEDIDエミュレータ

が備わっており、PCが常に正しい表示情報を持つことができます。

さまざまな表示ニーズに対応する2つの表示モードがあります。また、自由な組み合わせの切り替

えもサポートしており、使用を簡素化します。USB 2.0 デバイスおよびUSBキーボードとマウスの

使用もサポートしています。キーボードとマウスのパススルーモードは、KMの互換性を大幅に向上

させます。

  

4
. 

を選択することもできます。詳細については、公式ウェブサイトtesmart.jpをご覧ください

ヒント: より多くのデバイスを制御したり、より複雑で専門的な切り替えを行う必要がある場合は、社の他の製品

。

序
文
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5. 特徴

Ÿ  

Ÿ    
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. 特
徴

Ÿ

Ÿ

2つのモニター、1組のキーボードとマウスを使用して2台のコンピュータを制御する。

最大 3840*2160@60Hz 4:4:4 の解像度をサポートします。

HDMI2.0準拠

HDCP2.2準拠

2つのディスプレイモードに対応

Raspberry Pi ベースの Ubuntu システムと Unix/Windows/Debian/Ubuntu/Fedora/Mac OSX/

Raspbian システムをサポートします。

追加のUSB2.0ポートがあり、バーコードスキャナ、USBハードデバイス、または他のUSBデバイス

を接続できます。

ホットプラグをサポートし、PCをオフにすることなく、いつでもKVMにデバイスを接続または切断で

きます。

各入力ポートにEDIDエミュレーターがあるため、PCが常に正しい表示情報を持つことができます（こ

の機能は表示モード1でのみサポートされています）。

IR信号、フロントパネルボタン、およびキーボードホットキーをサポートして、KVMの入力ポート

を切り替えるための制御が可能です。

キーボードとマウスのパススルーモードをサポートし、マウスとキーボードの互換性を向上させます。
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6. パッキングリスト

 

Ÿ   

Ÿ

Ÿ  

Ÿ

Ÿ

ヒント: 製品を受け取った後, パッキングリストを注意深くチェックして, 輸送中に部品が紛失または破損してい

ないことを確認してください. ご不明な点がございましたら, お気軽にお問い合わせください。

Ÿ
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. 1 * 2x2 HDMI KVM スイッチ

2 * KVM ケーブル

2 * HDMI ケーブル

1 * 赤外線リモコン

1 * DC 12V 電源アダプター

1 * ユーザーマニュアル

パ
ッ
キ
ン
グ
リ
ス
ト
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 7. パネル説明

1 2 3 4 5

 

7.1 パネル

7. パ
ネ
ル
説
明

説明

ID 名称 I機能 D 名称 機能

1

  

 

     

     

   

USB接続状態イ

ンジケーター

KVMのUSBポートがコンピュー
タのUSBポートに接続されてい
る場合、LEDが点灯します（青
色）。

2

  

 

     

     

  

入力選択状態イ

ンジケーター

現在選択されているコンピュータ

デバイスを示すために、対応するL

EDが点灯します（青色）。

3   入力選択ボタン 入力ソースを選択します。 4     IR受信機 IRリモート信号を受信します。

5 電源スイッチ 電源をオンまたはオフにします。

ZH
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ID 名称 機能

6  DC 12V 12VDC電源供給。

7    左/右オーディオ出力 アナログオーディオ出力、スピーカーに接続します。

8         HDMI出力 ビデオ出力のために2つのHDMIディスプレイに接続します。

9

1

キーボードとマウスの入力 USBキーボードとマウスの入力に対応しています。

0   標準のUSB 2.0 ポート

1

USB 2.0 デバイスに接続します。

1    
          

       
    

KVMの入力ポートグループ
各グループには2つのビデオポート（左側にHDMI）と1つのUSBポ
ート（右側にUSB-A）が含まれています。信号入力のために、ポ
ートを対応する入力デバイスに接続します。

 
7. パ
ネ
ル
説
明

7 8 109 11
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8. 接続説明 

8.1 接続図

8
. 接
続
説
明

 

 UHD

モニター B

 UHD
モニター A

キーボード マウス
バーコード
スキャナー

プリン
タースピーカー

PC 2 PC 1

HDMIケ

ーブル

USB-A to 
USB-B ケ
ーブル
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  8.2接続準備
8

. 接
続
説
明

Ÿ

Ÿ

Ÿ

接続する必要があるすべてのデバイスを考慮し、接続前に大きなワークベンチを準備します。

ケーブルは、多くの接続されたパワーソケットとプラグボードで制御されるため、電力制御を

促進するように適切に配置されています。

多くのケーブルが接続して使用されるため、異なるマークのケーブルを使用します。
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   （ HDMI ケーブル + USB Type A to B ケーブル）

HDMI HDMI USB Type-BUSB Type-A



8.3 接続手順ZH
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接
続
説
明

1. PC1をKVMケーブルとHDMIケーブルで接続し、HDMI端子を使用してPC1をKVM上の対応する

HDMIポートグループに接続し、USB-A端子を使用して各PCに接続し、USB-B端子を使用して

KVMに接続します。同様の方法でPC2も接続します。

           2. 外部のマウスとキーボードをKVMのキーボードおよびマウスの入力ポートに接続します。

 ヒント：ホットキーの正常なサービスには、独立した[Scroll Lock]

キーを備えたフルキーエクスターナルキーボードをお勧

めします（上記のように表示されています）。



         3. USB 2.0 デバイスをKVMの標準USB 2.0ポートに接続します。

4. KVMのHDMI出力ポートを2本のHDMIケーブルで2つのHDMIディスプレイに接続します。

8
. 接
続
説
明
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5. 外部のオーディオデバイスをKVMのL/R出力ポートに接続します。

or

6. 電源ケーブルをKVMのDC 12Vポートに接続し、電源ソケットに挿します。

7. これで接続が完了しました。電源をオンにして、KVMスイッチが作動を開始します。

ZH
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   8.4 KVM

2X2 HMDI KVM スイッチとの接続が成功したワークベンチは次のとおりです: 

ワークベンチ
8

. 接
続
説
明
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 9. 機能説明

 
9

. 

ディスプレイを拡張する

機
能
説
明

 

9.1 ディスプレイモードの説明

2x2 HDMIデュアルモニターKVMスイッチは2つのディスプレイモードをサポートしています。2 

つのスクリーンを拡張表示するか、ディスプレイを複製するか、2つのモニターで異なるPCを表

示するかを選択できます。

ディスプレイモード1：同じPCを表示

ヒント1: 現在選択されているPCのディスプレイ設定でディスプレイの複製または拡張を設定できます。

2. 同じPCの2つのビデオポートが同時に同じ入力ポートグループの入力Aと入力Bに接続されている

場合のみ、2つの画面の複製または拡張が実現できます。

PC 1 PC 1
1|2 1|2

PC 1
1 2

   ディスプレイA ディスプレイB  ディスプレイA

ディスプレイを複製

ディスプレイB

する

ZH
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ディスプレイモード2：異なるPCを表示

ディスプレイモード2では、2つのモニターの画像を交換することもサポートされています

9
. 機
能
説
明

。

PC 1 PC 2

  

 異なるPCが異なるモニターに表示されている場合、KVMに接続されたキーボードでRight-[Alt]をダ

ブルクリックすると、異なるPC間でフォーカスを切り替えることができます。

     

      

ヒント: ディスプレイモード2に切り替えて画像を交換する方法

については、ページ20を参照してください。

2. もし2つのモニターがサポートする最大解像度が異な

る場合、画像はスワップされないことになります。

3. EDIDエミュレーター機能はディスプレイモード2では

サポートされていないことになります。

   

PC2-入力PC1-入力 B  B PC2-入力 B PC1-入力B
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ディスプレイディスプレイA
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ディスプレイBディスプレイA ディスプレイディスプレイA B
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1
0

. 操
作
方
法

10.1 フロントパネルのボタンによる切り替え方法
2x2 HDMIデュアルモニターKVMSwitchは、フロントパネルのキーパッド、IRリモートコントロ

ール、キーボードのホットキー、およびマウスホイールの切り替えモードを使用して、いつでも
任意の入力デバイスに切り替えることができます。個人のニーズや習慣に応じて、お好みの切り
替え方法を選択できます。

à   

 

KVMスイッチのフロントパネルにある[Select]ボタンを押して入力デバイスを切り替えます。例

えば、[Select]ボタンを押して、②のLEDが点灯するまで押し続けると、PC2を入力として選択し

たことを意味します。

ヒント: KVMのUSBポートが正しく接続され、PCに認識されている場合、"Online" LEDが点灯します。

"Select" LEDは現在選択されているコンピュータを示します。

2. フロントパネルはPC1とPC2の間での切り替えのみサポートしています。ディスプレイモード2に切り

替える方法については、次の2ページを参照してください。



 
10.2 赤外線リモコン 1
0

. 操
作
方
法

           

ヒント1 : 上記の未指定のボタンは機能しません。

2. KVMがディスプレイモードにある場合、"Select" LEDが両方点灯します。

  ボタン   

          

ディスプレイモード1

サイクリカルにPC1とPC2を選択
します

ディスプレイモード2

。

    ディスプレイモード2に切り
替えます

ディスプレイモード1に切り替え
ます。

。

   PC1に切り替えます

2つのモニターのデスクトップを交
換します。

。

   PC2に切り替えます

キーボードとマウスをPC1のデスクト

ップにフォーカスします。

。
キーボードとマウスをPC2のデスク

トップにフォーカスします。
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10.3 キーボードのホットキー

   

キーボードでのみ動作します。ホットキーの使用について、独立した[Scroll Lock]キーを持つ外部キー

ボードをお勧めします

ヒント: キーボードのホットキーは、KVMのキーボードおよびマウスの入力ポートに正しく接続された外部

。

[Scroll Lock]キーを2秒以内に2回押し、その後3秒以内にコマンドを入力すると、KVMは対応す

るコマンドを実行します。

à      外部キーボードのホットキーを使用して、入力ソースを切り替えたり、他の機能を設定した
りします。

PgUpScroll
Lock

Scroll
Lock  

前の入力ポートを選択します：
[Scroll Lock]→[Scroll Lock]→[PgUp] 

PgDnScroll
Lock

Scroll
Lock  

次の入力ポートを選択します：
[Scroll Lock]→[Scroll Lock]→[PgDn] 

ScrollLock ~1 2Scroll
Lock

Scroll
Lock

  ポート番号を指定してポートを選択します

（例: ディスプレイモード1）:

[Scroll Lock]→[Scroll Lock]→[1]~[2]

ZH
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  [Scroll Lock]→[Scroll Lock]→[3

ディスプレイモード2に切り替えます:
ディスプレイモード2でキーボードとマウスを

PC1のデスクトップにフォーカスします:

]

ディスプレイモード2でフォーカスを切り替え

ます:   

[Right-Alt]→[Right-Alt]

ScrollLock
Right

Alt
Right

Alt

ScrollLock 3Scroll
Lock

Scroll
Lock

  

ディスプレイモード2でキーボードとマウスをPC2

のデスクトップにフォーカスします（つまり、画

像を交換します）:

[Scroll Lock]→[Scroll Lock]→[4]

ScrollLock 4Scroll
Lock

Scroll
Lock

 
1

0
. 操
作
方
法
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ブザー音を無効または有効にします:

ヒント: ブザー音のデフォルト設定は有効です。ブザー音を無効または有効にするには、この手順を繰り返
してください。

[Scroll Lock] →[Scroll Lock] →[F11]
Scroll
Lock

Scroll
Lock

F11
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変
更

変更

Scroll
Lock

Scroll
Lock

Ctrl Ctrl F1F1F1

F1F1

[Scroll Lock]に切り替[Right-Ctrl]に切り替えます えます

à [Scroll Lock] → [Scroll Lock] → [F1] を押すと、制御ホットキーが [Right-Ctrl] に切り替わります。

à

方法

その逆に、[Right-Ctrl] → [Right-Ctrl] → [F1] を押すと、制御ホットキーが [Scroll Lock] に切

り替わります。

 2:

à  

     

この製品には2種類のトリガーホットキーがあり、デフォルトは[Scroll Lock]キーで、代替オプ

ションは[Right-Ctrl]キーです。[Scroll Lock]キーが他の機能に使用されている場合、ホットキ

ーを[Right-Ctrl]に切り替えることができます。切り替え方法は以下の通りです：

方法
KVMの電源を入れてから10秒後、フロントパネルの[Select]ボタンを押し続け、ブザーの音が
鳴るまでボタンを押し続けます。これにより、制御用のホットキーが切り替わります。

 1:



 
 

 

12.1 パススルーモードの紹介

パススルーモードは、KVMの内蔵機能で、キーボードとマウスの互換性を向上させ、ユーザー

エクスペリエンスを向上させることができます。パススルーモードでは、キーボードとマウス

はコンピュータに直接接続した場合と同等です。この時、通常のKVMではサポートされない追

加のキーボードとマウスの機能や特別な機能を使用することができます

12. パススルーモードの説明

。

1
2

. パ
ス
ス
ル
ー
モ
ー
ド
の
説
明
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ヒント: 現在のバージョンではBluetoothを介したキーボードおよびマウスの接続はサポートされていません。



12.2 キーボードとマウスの互換性チャート

 

Aig

主に市場で高いシェアを持つメーカーから提供されています

ヒント: 以下のリストは、実験室でテストされたキーボードとマウスの代表的なモデルから取得されており、

。

o WQ-641 Logitech G510 Logitech Marble Mouse RAPOO X220

Dell KB212-B Logitech G710 Logitech Mk540 RAZER RZ01-0145

Dell KB522 Logitech G910 Logitech Mx1100 RAZER RC30-021203

Logitech G105 Logitech K400PLUS Logitech Mx518 Corsair K55

Logitech G500S Logitech K845 Microsoft
Wireless 

Desktop 2000
Corsair K70LUX

ブランド

ZH
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